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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　浴槽の側部に設けられた吸い出し口と、浴槽の側部に設けられた供給口に接続しており
、浴槽内の残り湯を循環する循環経路と、
　循環経路に設けられたポンプと、
　浴槽の底部に設けられ、開いたときに浴槽内の残り湯を排水路に排水する排水栓と、
　排水栓よりも下流の排水路に設けられた止水弁と、
　排水栓と止水弁の間の排水路に一端が連通し、吸い出し口とポンプの間の循環経路に他
端が連通する第１送水路と、
　ポンプと供給口の間の循環経路に一端が連通し、洗濯機注水口に他端が連通する第２送
水路と、
　循環経路に第２送水路が連通する箇所に設けられており、ポンプからの湯を供給口へ送
る第１の状態と、ポンプからの湯を洗濯機注水口へ送る第２の状態の間で切り換わる切替
弁と、
　浴槽の残り湯を洗濯機へ送水する際に、排水栓を開け、止水弁を閉じ、切替弁を第２の
状態へ切換え、ポンプを運転させるコントローラを有する残り湯送水装置。
【請求項２】
　前記コントローラが、前記洗濯機注水口が閉じられたときに、前記ポンプを停止させる
プログラムを有する請求項１に記載の残り湯送水装置。
【請求項３】
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　前記コントローラが、前記洗濯機注水口が閉じられたときに、前記止水弁を開けるプロ
グラムを有する請求項１又は２に記載の残り湯送水装置。
【請求項４】
　前記第２送水路に一端が連通し、前記止水弁よりも下流の前記排水路に他端が連通する
第２排水路と、
　前記第２送水路に前記第２排水路が連通する箇所に設けられており、前記ポンプからの
湯を前記洗濯機注水口へ送る第１の状態と、前記ポンプからの湯を前記第２排水路へ送る
第２の状態の間で切り換わる第２切替弁をさらに備えており、
　前記コントローラが、急速排水時に、前記排水栓と前記止水弁を開け、前記切替弁を第
２の状態へ切換え、前記第２切替弁を第２の状態へ切換え、前記ポンプを運転させるプロ
グラムを有する請求項１から３のいずれかに記載の残り湯送水装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、浴槽内の残り湯を洗濯機に送水する装置に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
浴槽内の湯を追い焚きする技術が普及しており、自動給湯装置と浴槽との間に、浴槽内の
湯を自動給湯装置に吸い出し、自動給湯装置内で再加熱し、再加熱された湯を浴槽に送り
返す配管が設けられている。このために、浴槽の側壁には、自動給湯装置に湯を送り出す
口（吸い出し口）と、自動給湯装置からの湯を受け入れる口（供給口）が用意されており
、自動給湯装置には、湯を循環させるポンプが設置されている。
自動給湯装置を利用して浴槽内の残り湯を洗濯機に送水する残り湯送水装置が知られてい
る。この技術では、前記の追い焚きのための吸い出し口を利用して浴槽内の残り湯を自動
給湯装置に吸い出し、自動給湯装置に吸い出された残り湯を洗濯機注水口に送水する。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
従来の残り湯送水装置では、浴槽内の湯を追い焚きする場合も、浴槽内の残り湯を洗濯機
に送水する場合も、浴槽の側壁に設けられている吸い出し口を利用する。このため、残り
湯の水位が吸い出し口よりも低くなると、残り湯を洗濯機に送水することができない。す
なわち、浴槽内の残り湯のうちの一部しか洗濯水として利用することができず、利用でき
ない残り湯は排水してしまうしかなく、無駄となっていた。
【０００４】
本発明は、かかる問題を解決するためになされたものであり、浴槽内の残り湯の全てを洗
濯水として利用できる技術を提供することを課題とする。
【０００５】
【課題を解決するための手段および作用と効果】
　本発明の残り湯送水装置は、浴槽の側部に設けられた吸い出し口と、浴槽の側部に設け
られた供給口に接続しており、浴槽内の残り湯を循環する循環経路と、循環経路に設けら
れたポンプと、浴槽の底部に設けられていて開いたときに浴槽内の残り湯を排水路に排水
する排水栓と、排水栓よりも下流の排水路に設けられた止水弁と、排水栓と止水弁の間の
排水路に一端が連通するとともに吸い出し口とポンプの間の循環経路に他端が連通してい
る第１送水路と、ポンプと供給口の間の循環経路に一端が連通し、洗濯機注水口に他端が
連通する第２送水路と、循環経路に第２送水路が連通する箇所に設けられており、ポンプ
からの湯を供給口へ送る第１の状態と、ポンプからの湯を洗濯機注水口へ送る第２の状態
の間で切り換わる切替弁と、浴槽の残り湯を洗濯機へ送水する際に、排水栓を開け、止水
弁を閉じ、切替弁を第２の状態へ切換え、ポンプを運転させるコントローラとを有してい
る。
　このように構成されている残り湯送水装置は、コントローラによって排水栓が開かれ、
止水弁が閉じられ、切替弁が第２の状態へ切換えられ、ポンプが運転されると、浴槽内の
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残り湯は排水栓と吸い出し口の２箇所から吸い出されて洗濯機の注水口に送水される。多
量の残り湯を短時間で洗濯機へ送水することができる。また、排水栓は浴槽の底部に設け
られているので、浴槽内の残り湯の全てを洗濯機に送水することができる。
【０００６】
この送水装置の場合、コントローラが、洗濯機注水口が閉じられたときに、ポンプを停止
させるプログラムを有することが好ましい。
この場合、洗濯機が満水となって洗濯機注水口が閉じられたときに、ポンプが停止される
ので、洗濯機が満水となった後もポンプが作動し続けるという無駄が防止される。
【０００７】
コントローラが、洗濯機注水口が閉じられたときに、止水弁を開けるプログラムを有する
ことも好ましい。
この場合、洗濯機が満水となって洗濯機注水口が閉じられたときに、自動的に止水弁が開
けられる。このために、残り湯を洗濯機に送水し終えたときに、浴槽内の残り湯が自動的
に排水される。
【０００８】
　第２送水路に一端が連通し、前記止水弁よりも下流の前記排水路に他端が連通する第２
排水路と、前記第２送水路に前記第２排水路が連通する箇所に設けられており、前記ポン
プからの湯を前記洗濯機注水口へ送る第１の状態と、前記ポンプからの湯を前記第２排水
路へ送る第２の状態の間で切り換わる第２切替弁をさらに備えており、前記コントローラ
が、急速排水時に、前記排水栓と前記止水弁を開け、前記切替弁を第２の状態へ切換え、
前記第２切替弁を第２の状態へ切換え、前記ポンプを運転させるプログラムを設けておく
ことが好ましい。
　この場合、急速排水時には、止水弁を通して浴槽内の残り湯が排水されるのに加え、第
２の排水路からも残り湯が排水される。このため、浴槽内の残り湯を急速に排水すること
ができる。
【０００９】
【発明の実施の形態】
本発明の残り湯送水装置は、下記に示す形態で好適に実施することができる。
（形態１）　請求項１に記載の自動給湯装置において、浴槽と洗濯機を結ぶ配管は、給湯
器と注湯ユニットを介して、浴槽と洗濯機を連通させる。
（形態２）　浴槽の吸い出し口と自動給湯装置を結ぶ配管から第３の排水路が分岐してお
り、その第３の排水路に第３の排水栓が設けられており、コントローラは、急速排水時に
、第３の排水栓をあけるプログラムを有する。
吸い出し口からも排水を行う構成とすることにより、浴槽内の残り湯をさらに急速に排水
することができる。
【００１０】
【実施例】
本発明に係わる残り湯送水装置の実施例を説明する。
最初に、自動給湯装置１０の構成について、図１を参照しながら説明する。自動給湯装置
１０は、給湯器１１、注湯ユニット１２、コントローラ１４、排水栓２２、止水弁２４等
と、これらを連通する配管やホース等から構成されている。なお、図１は、自動給湯装置
１０が「待機状態」（後述する）に置かれている状態を図示している。
給湯器１１は、図示しないガス燃焼器、熱交換器、ポンプ等を内蔵している。給湯器１１
は、水道管２７に接続される給水口１１ａと、出湯管２８に湯を出湯する出湯口１１ｂと
、浴槽２６内の湯（又は残り湯）を吸入管３２や排水管７６（特許請求の範囲で言う第３
の配水路）を経由して吸い込む吸込口１１ｃと、吸込口１１ｃから吸い込まれた湯（又は
残り湯）を戻し管３３に出水する戻し口１１ｄを備えている。給水口１１ａへ給水された
水道水は、図示しないガス燃焼器と熱交換器で温められて、出湯管２８に出湯される。出
湯管２８に出湯された湯は、浴室、台所の蛇口やシャワー等へ供給される。ポンプは浴槽
２６から湯を吸い出し、必要に応じてガス燃焼器と熱交換器で再加熱され、その後に、戻



(4) JP 4672159 B2 2011.4.20

10

20

30

40

50

し口１１ｄから送水する。
【００１１】
注湯ユニット１２の水入口４２に、水道管２７から分岐した水道水が供給される。水入口
４２には入口フィルタ４３が装着されており、水道水にゴミが含まれていた場合には、こ
こでゴミが捕捉される。水入口４２の下流には、ガバナ４１が装着されている。ガバナ４
１は、その上流と下流の圧力差が所定の値を越えた場合に閉側に作動し、流量を制限する
機能を有している。さらにガバナ４１の下流には、水量弁４４が装着されている。水量弁
４４は、ステッピングモータが回動して弁の開度を調整するタイプのサーボ弁である。
給湯器１１から出湯管２８に出湯された湯は、浴室の蛇口等に供給されるとともに、途中
で分岐して注湯ユニット１２の湯入口４５にも供給される。湯入口４５には、注湯ユニッ
ト１２から給湯器１１側への逆流を防止するためのチエック弁４６が装着されている。湯
入口４５の下流に、ソレノイドによって駆動され、湯の流通の開閉を行う湯開閉弁４７が
装着されている。
【００１２】
水量弁４４と湯開閉弁４７の下流の通路は合流し、この合流部の下流には、逆流を防止す
るチエック弁４８が装着される。チエック弁４８の下流は分岐されており、分岐された一
方の通路には水流があるか否かを検知する水流センサ５２が装着されている。水流センサ
５２は、水流があると「オン」となり、水流がないと「オフ」になる。水流センサ５２の
下流の通路に、温度センサ５３が差し込まれて取り付けられている。温度センサ５３は、
温度によって抵抗が変化するサーミスタの特性を利用して温度を検知する。
温度センサ５３の下流に、切替弁Ｂ５４が装着される。この切替弁Ｂ５４は、温度センサ
５３から流れてきた水を洗濯機６２側に流すか、排水側に流すかの切替えを行う。切替弁
Ｂ５４の洗濯機６２側の流路の下流に、洗濯機６２への水の注水と停止を切り替える洗濯
機注水弁５６が装着されている。洗濯機注水弁５６は、洗濯機６２の構成部品である。切
替弁B５４の排水側は、排水管６９を介して止水弁２４（後述する）よりも下流の配水管
に接続されている。
【００１３】
一方、給湯器１１の戻し口１１ｄに接続されている戻し管３３は、切替弁Ａ６６と連通し
ている。切替弁Ａ６６は、給湯器１１から湯（又は残り湯）を、洗濯機６２側に流すか、
浴槽２６側に流すかの切り替えを行う。切替弁Ａ６６の洗濯機６２側への分岐の下流には
、残り湯の中に含まれているゴミを捕捉するフィルタ６５が装着され、さらに下流には残
り湯開閉弁６７が装着される。残り湯開閉弁６７は、ソレノイドに駆動されて残り湯の流
通の開閉を行う。残り湯開閉弁６７の下流は、上述したチエック弁４８の下流と合流する
。また、切替弁Ａ６６の浴槽２６側への分岐は、浴槽に形成された供給口２６ａと連通さ
れる。
【００１４】
浴槽２６に形成された吸い出し口２６ｂに吸入管３２の一端が接続され、他端が給湯器１
１の吸込口１１ｃと連通する。吸入管３２の途中には、浴槽吸込閉止弁７４が装着される
。浴槽吸込閉止弁７４は、水が流通している状態では開くが、空気を吸い込んだ場合、す
なわち、この弁の上流と下流の圧力差が小さくなると閉じ、空気の吸い込みを防止する。
浴槽２６の底部には、排水栓２２が設けられており、この排水栓２２の下流に排水管７２
が接続され、さらにこの排水管７２の下流に止水弁２４が装着される。排水栓２２と止水
弁２４は、共にソレノイドで駆動されて水の流通を開閉する機能を有している。上述した
ように、止水弁２４の下流には切替弁Ｂ５４と連通する排水管６９が接続されている。
排水管７６は、一端が排水管７２の途中に接続され、他端は吸入管３２と接続される。排
水管７６の途中には、排水吸込閉止弁７７が装着されている。この排水吸込閉止弁７７は
。上述した浴槽吸込閉止弁７４と同じ内部構成のものであり、空気の吸い込みを防止する
目的で設けられている。
【００１５】
コントローラ１４は、給湯器１１、注湯ユニット１２の構成部品（水量弁４４、湯開閉弁
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４７、残り湯開閉弁６７、水流センサ５２、切替弁Ａ６６、切替弁Ｂ５４、温度センサ５
３）、排水栓２２、止水弁２４と信号線を介して接続されている（図１～１０では信号線
を鎖線で図示している）。コントローラ１４は、ＣＰＵ、ＲＡＭ、ＲＯＭ、入力処理回路
、出力処理回路と、これらの間で情報を伝達するＢＵＳ等から構成され、入力信号を所定
のプログラムに従って処理し、制御信号として出力する。この制御信号が、コントローラ
１４に接続されている上記の注湯ユニット１２等を制御する。
また、コントローラ１４には、リモコン１６が信号線を介して接続される。リモコン１６
は、使用者が選択スイッチ操作して、注湯ユニット１２や排水栓２２等を遠隔操作するた
めのものであり、自動給湯装置１０の各種の運転モードを選択することができる。洗濯機
６２への送水に関係する運転モードとしては、浴槽２６の残り湯を送水する「残り湯モー
ド」、水道水を給湯器１１で温めて湯とし、この湯を送水する「湯モード」、水道水をそ
のまま送水する「水モード」がある。また、その他のモードとしては、「湯張りモード」
、「追い焚きモード」、「排水モード」、「急速排水モード」等がある。リモコン１４は
、使用者の利便性を考慮して、例えば浴室と台所の２箇所に機能を分散させて、あるいは
重複させて配置してもよい。
【００１６】
続いて、自動給湯装置１０の各運転モードにおける動作について図１～図１０を参照しな
がら説明する。なお、自動給湯装置１０は、種々の動作を実行する機能を有しているが、
以下の説明では、本発明に係わる浴槽の残り湯の再利用および排水に関する動作について
説明し、その他の動作（湯張りモード等）については、一般に知られている動作と変わら
ないので、その説明を省略する。
【００１７】
（待機モード）図１は、浴槽２６に水（残り湯）が入れられ、洗濯機注水弁５６が閉じら
れ、リモコン１６の選択スイッチが残り湯モードとされた状態（待機状態）の自動給湯装
置１０の系統図である。この待機状態では、水量弁４４は開けられ、湯開閉弁４７と残り
湯開閉弁６７は閉じられている。切替弁Ｂ５４と切替弁Ａ６６は、それぞれ洗濯機６２側
と浴槽２６側に流路を切り替えられている。排水栓２２は閉じられ、止水弁２４は開かれ
ている。また、水道管２７には、水道の水圧が加えられている。
【００１８】
（残り湯モード）図１に示されている待機モードの状態で洗濯機注水弁５６が開かれると
、図２に示されているように、水道管２７から洗濯機６２に至る流路が形成され、この流
路を水が流れ水流センサ５２がオンとなる。水流センサ５２がオンとなることにより、自
動給湯装置１０は、洗濯機注水弁５６が開かれたと判断する（図２～図１０においては、
残り湯や水が流れている部分を「ボカシ」で図示している）。
水流センサ５２がオンになると、図３に示されているように、水量弁４４は閉じられ、切
替弁Ａ６６はフィルタ６５側に流路を切替え、残り湯開閉弁６７が開かれる。また排水栓
２２が開かれ、止水弁２４が閉じられ、給湯器１１のポンプが作動を開始する。この状態
では、止水弁２４が閉じられているので、排水栓２２を出た残り湯の全部が排水管７２の
分岐部から給湯器１１のポンプによって吸い出され、切替弁Ａ６６、残り湯開閉弁６７、
切替弁Ｂ５４等を経由して洗濯機６２に送水される。チエック弁４８が装着されているの
で、水量弁４４や湯開閉弁４７側に残り湯が逆流することはない。また、浴槽２６の吸い
出し口２６ｂからも浴槽２６の残り湯が吸い出され、洗濯機６２に送水される。フィルタ
６５は、洗濯機６２に送水される残り湯に含まれているゴミを捕捉する。なお、この状態
では、浴槽吸込閉止弁７４と排水吸込閉止弁７７は、給湯器１１のポンプの吸い込み圧力
によって開かれて残り湯を流通させる。このようにして、浴槽２６に入っていた残り湯は
、排水栓２２と吸い出し口２６ｂの２箇所から吸い出されるので、多量の残り湯が短時間
に洗濯機６２へ送水される。
【００１９】
さらに洗濯機６２への送水が継続されると、浴槽２６に入っている残り湯の水面が低下し
て行き、吸い出し口２６ｂよりも低くなる。この状態が図４に示されている。水面が吸い



(6) JP 4672159 B2 2011.4.20

10

20

30

40

50

出し口２６ｂよりも低くなると、吸い出し口２６ｂは空気を吸い込むことになるので浴槽
吸込閉止弁７４の上流と下流の圧力差が小さくなり、これを検知して浴槽吸込閉止弁７４
は閉じられる。浴槽２６の水面が吸い出し口２６ｂよりも低くなっても、浴槽２６の底部
に設けられている排水栓２２から残り湯は吸い込まれ、洗濯機６２への送水は継続される
。すなわち、このように構成された自動給湯装置１０は、排水栓２２から残り湯を吸い込
むので、浴槽２６に入っている残り湯を全て利用することができる。
【００２０】
洗濯機注水弁５６が閉じられる、あるいは浴槽２６の残り湯が全て送水されてしまうと、
注湯ユニット１２を残り湯が流れなくなり、水流センサ５２がオフになる。水流センサ５
２がオフになると、給湯器１１のポンプが停止し、水量弁４４が開かれ、残り湯開閉弁６
７が閉じられ、切替弁Ａ６６は浴槽２６側に流路を切り替えられる。
水流センサ５２のオフが所定時間（例えば、３分間）継続されると、洗濯機６２への送水
は終了したと判断し、残り湯開閉弁６７が開かれる。残り湯開閉弁６７が開かれると、図
５に示されているように、フィルタ６５を水が浴槽２６の方向に流れ、浴槽２６の水が洗
濯機６２へ送水された際にフィルタ６５に捕捉されたゴミが洗い流される。残り湯開閉弁
６７は、所定時間（例えば、１５秒間）が経過すると閉じられ、フィルタ６５のゴミの洗
い流しは終了する。水流センサ５２のオフが、所定時間以内にオンに切り替わった場合、
すなわち洗濯機注水弁５６が開かれた場合は、上記のフィルタ６５からのゴミの洗い流し
は行われず、洗濯機６２への送水が再開される。
【００２１】
（湯モード）リモコン１６の選択スイッチが湯モードに操作されると、残り湯開閉弁６７
が閉じられ、湯開閉弁４７が開かれる。この状態で洗濯機注水弁５６が開けられると、図
６に示されているように、給湯器１１の出湯口１１ｂから洗濯機６２に至る流路が形成さ
れ、この流路を水が流れ、水流センサ５２がオンとなる。水流センサ５２がオンになると
、給湯器１１のガス燃焼器が作動し、水道管２７から給湯器１１の給水口１１ａに給水さ
れた水を温め注湯ユニット１２の湯入口４５に供給する。湯入口４５に供給された湯は、
湯開閉弁４７を流れる。また、水道管２７からは、注湯ユニット１２の水入口４２に水が
供給され、ガバナ４１と水量弁４４を通過後に、上記の湯開閉弁４７を流れてきた湯と混
合される。ガバナ４１は、水道管２７からの水が所定の流量を越えないように（流れすぎ
ないように）、その流量を制限する。湯開閉弁４７からの湯と、水量弁４４からの水が混
合された後の温度を温度センサ５３が検知し、コントローラ１４に送信する。コントロー
ラ１４は、あらかじめ設定された所定の温度（例えば３８℃）となるような制御信号を流
量弁４４に送信する。この制御信号によって水量弁４４の開度が調整され、水量弁４４を
流れる水と、湯開閉弁４７を流れる湯との混合後の温度が所定温度に制御され、洗濯機６
２に送水される。洗濯機注水弁５６が閉じられると、水流センサ５２がオフとなり、これ
によって給湯器１１のガス燃焼器の作動は停止する。
【００２２】
（水モード）水モードが選択されると、図７に示されているように、水量弁４４が開けら
れ、湯開閉弁４７と残り湯開閉弁６７が閉じられる。この状態で洗濯機注水弁５６が開け
られると、水道管２７から洗濯機６２までの流路が形成され、洗濯機６２に水が供給され
る。
【００２３】
（追い焚きモード）追い焚きモードは、浴槽２６に入れられた湯が冷めてしまったので再
度温めたい場合に選択される。追い焚きモードが選択されると、図８に示されているよう
に、切替弁Ａ６６は浴槽２６側に流路を切り替えられ、給湯器１１のガス燃焼器とポンプ
が作動する。給湯器１１のポンプが作動すると、浴槽２６に入れられている残り湯が吸い
出し口２６ｂから吸い出され給湯器１１に送られる。給湯器１１に送られた残り湯は、ガ
ス燃焼器によって温められて浴槽２６側に戻され、供給口２６ａから浴槽２６内に流入す
る。このようにして、浴槽２６の湯は追い焚きされる。
【００２４】
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（排水モード）排水モードが選択されると、図９に示されているように、排水栓２２と止
水弁２４が開かれる。排水栓２２と止水弁２４が開かれると、浴槽２６に入れられている
残り湯は、浴槽２６の外部に排水される。
【００２５】
（急速排水モード）急速排水モードは、浴槽２６に入れられている残り湯を早く排水した
い場合に選択される。急速排水モードが選択されると、図１０に示されているように、切
替弁Ａ６６はフィルタ６５側に流路を切り替え、切替弁Ｂ５４は流路を排水側に切り替え
られる。また、排水栓２２と止水弁２４が開かれ、給湯器１１のポンプが作動する。浴槽
２６の残り湯は、排水栓２２と止水弁２４を流れて排出される。さらには、給湯器１１の
ポンプに吸い込まれて、浴槽２６の吸い出し口２６ｂと排水管７２の分岐部からも浴槽２
６の残り湯が吸い込まれる。吸い込まれた残り湯は、給湯器１１と注湯ユニット１２とを
経由して止水弁２４の下流に排水される。なお、浴槽吸込閉止弁７４と排水吸込閉止弁７
７は、給湯器１１のポンプの吸い込み圧力によって開かれ、残り湯を流通させる。浴槽２
６に入れられている残り湯の水面が吸い出し口２６ｂよりも低くなっても、残り湯は止水
弁２４と排水管７２の分岐部から排水される。浴槽２６の残り湯が全て排水されてしまう
と、水流センサ５２が水流を検知しなくなりオフとなる。水流センサ５２がオフになると
、給湯器１１のポンプが停止し、排水は終了する。このように、急速排水モードにおいて
は、３箇所（浴槽２６内の水面が、吸い出し口２６ｂよりも低くなってからは２箇所）か
ら同時に浴槽２６の残り湯が排出されるので、排水時間を短縮することができる。
【００２６】
次に、浴槽２６の水（残り湯）の洗濯機６２への送水と、外部への排水の処理手順につい
て、図１１のフローチャートを用いて説明する。
浴槽２６に水が入れられている状態でリモコン１６によって「残り湯モード」が選択され
（Ｓ１２）、続いて洗濯機注水弁５６が開かれると（Ｓ１４）、Ｓ１６に移行する。Ｓ１
６では、排水栓２２が開かれ、止水弁２４が閉じられ、給湯器１１のポンプが作動し、切
替弁B５４が洗濯機６２側へ切替られ、浴槽２６の残り湯が洗濯機６２へ送水される。こ
の後、洗濯機注水弁５６が閉じられると、洗濯機６２への送水は停止される（Ｓ１８）。
引き続くＳ２０においては、浴槽２６の残り湯をそのまま排水するか、残り湯モードに戻
って再度に洗濯機６２への送水を行うかを使用者が選択する。排水モードを選択すると、
排水栓２２と止水弁２４が開かれ、浴槽２６に入れられていた残り湯は外部に排水される
。そして、排水が終了する（Ｓ２４）。一方、Ｓ２０で残り湯モードを選択した場合には
、Ｓ１４の直前の処理に戻り、洗濯機注水弁５６が再び開かれた場合には、浴槽２６から
洗濯機６２への送水が行われる。
なお、上記のＳ２０に記載した、使用者による浴槽内の残り湯を排水するか、再度に残り
湯を洗濯機に送水するかの選択を省略し、洗濯機注水弁５６が閉じられたら自動的に浴槽
内の残り湯が排水されるように構成してもよい。このように洗濯機注水弁５６が閉じられ
ると、浴槽２６内の残り湯が排水される構成とすると、浴槽からの排水が確実に行われる
（排水を忘れてしまうことが防止される）。
【００２７】
「排水モード」が選択されると（Ｓ３２）、そのままＳ２２の処理に移行し、排水栓２２
と止水弁２４が開かれ浴槽２６に入れられていた水は排水される。
「急速排水モード」が選択されると（Ｓ４２）、排水栓２２と止水弁２４が開かれ、給湯
器１１のポンプが作動し、切替弁Ｂ５４は排水側へ切替られ、浴槽２６の水が急速に排水
され（Ｓ４４）、排水が終了する（Ｓ２４）。
【００２８】
以上、本発明の実施例に係る自動給湯装置について説明したが、本発明は上記の実施例に
なんら限定されるものではなく、本発明は当業者の知識に基づいて種々の変更、改良を施
した形態で実施することができる。例えば、以下に記載するように構成してもよい。
【００２９】
（１）切替弁Ｂ５４を経由する排水は、必ずしも止水弁２４の下流に排水されなくてもよ
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く、その他の部分から外部に排水してもよい。
【００３０】
（２）給湯器１１に内蔵されるポンプ以外に別途ポンプを装着し、このポンプが洗濯機６
２への送水、あるいは浴槽の排水を行う構成としてもよい。
このように構成すると、より効率的に送水、排水を行うことができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】実施例の自動給湯装置の動作を示す系統図（待機状態）
【図２】同、（待機状態で、洗濯注水栓が開かれた直後の状態）
【図３】同、（残り湯モード、浴槽の水面が吸い出し口よりも上にある状態）
【図４】同、（残り湯モード、浴槽の水面が吸い出し口よりも下にある状態）
【図５】同、（フィルタのゴミを洗い流す状態）
【図６】同、（湯モード）
【図７】同、（水モード）
【図８】同、（追い焚きモード）
【図９】同、（排水モード）
【図１０】同、（急速排水モード）
【図１１】実施例の自動給湯装置の浴槽からの送水と排水の処理手順を示すフォローチャ
ート
【符号の説明】
１０：自動給湯装置
１１：給湯器、１１ａ：給水口、１１ｂ：出湯口、１１ｃ：吸込口、１１ｄ：戻し口
１２：注湯ユニット
１４：コントローラ
１６：リモコン
２２：排水栓
２４：止水弁
２６：浴槽、２６ａ：供給口、２６ｂ：吸い出し口
２７：水道管
２８：出湯管
３２：吸入管
３３：戻し管
４１：ガバナ
４２：水入口
４３：入口フィルタ
４４：水量弁
４５：湯入口
４６：チエック弁
４７：湯開閉弁
４８：チエック弁
５２：水流センサ
５３：温度センサ
５４：切替弁Ｂ
５６：洗濯機注水弁
６２：洗濯機
６５：フィルタ
６６：切替弁Ａ
６７：残り湯開閉弁
６９：排水管
７２：排水管
７４：浴槽吸込閉止弁
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７６：排水管
７７：排水吸込閉止弁

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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